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１：はじめに
　本稿は 2014 年 2 月 11 日から 21 日にかけて、
トルコ・コジャエリ大学と関西学院大学（以下本
学）の学生各 10 名が参加して本学にて開催され



































































で約 1 時間半の場所に位置し、1999 年に本学同様、
大震災で被災した経験を持つ公立大学である。
1999 年の大震災を契機として日本の NPO や芸術
家と交流があったコジャエリ大学芸術学部が本学
の交流相手となった。一方、本学は全学部の学生
を対象に交流を始めた。2010 年 3 月にトルコで



















































化の観点から学生派遣および受入れプログラムを募集し、奨学金支援を行っている。トルコ交流セミナーは 2011 年度および 2012 年
度に留学生交流支援制度「ショートステイ・ショートビジット (SS・SV)」に採択され、日本開催時（2011 年度）にはトルコの学生に
8 万円、トルコ開催時（2012 年度）には本学の学生に 8 万円の奨学金が支給された。2013 年度は不採択であったが、2014 年度（トル
コ開催）は SS・SV の流れを汲む「海外留学支援制度（短期派遣・短期受入れ）」に採択されており、成績基準・会計基準を満たす本




　次の会合は 2013 年 7 月 19 日に開催され、市川・




14 日開催×各大学 15 名の規模ではなく、10 日開










それにより、2013 年 5 月に判明したトルコ側の
資金不足といった不測の事態に対して、担当教職
員が状況を収束させることが容易となった。また、













　JATIS2013-14 の書類応募は 2013 年 10 月 11 日






　JATIS2013-14 には 30 名の応募があった。事務







果を 10 月 12 日に事務職員に伝えた。事務職員は








抜した。この時点で社会学部 2 名、文学部 4 名、
法学部 3 名、商学部 1 名、経済学部 3 名、教育学
部 1 名、国際学部 2 名、総合政策学部 3 名が候補
者として残った。












3） 通常 JATIS では、訪問する側（ゲスト）が開催国の国際空港までの渡航費用を負担し、迎える側（ホスト）の大学が宿泊費や国内
交通費、食費といった国内での経費をまかなうことになっている。
4） 学生アンケートでは、「10 日間は短すぎ、10 人も少なすぎると感じる（K）」「もう少し日数を延ばして欲しかった（E）」などがあ















　このうち、D と F は前年度 JATIS にてトルコを
訪問した経験をもち、A・C・D・H は TOEFL-
ITP500 超、B は TOEIC で 830 のスコアを持つ学




評価した。ところが 10 月 25 日になって、過去の










































　上記選抜過程を経て、10 名の JATIS2013-14 参
加者は、11 月 6 日から水曜日 6 限に事前研修を
開始した。準備過程は、下記のようなスケジュー
ルで行われた。







　第 2 回会合（11 月 13 日）：ここでは各自が先
週の企画案の中から、実際に実施したい企画を発
表し、JATIS2013-14 で行う企画を決定した。今
回の JATIS は参加学生が 10 名と限られていること、


















　その後、11 月 20 日の第 3 回会合ではカテゴリー
1 の企画案、12 月 4 日の第 4 回会合ではカテゴリー
3 の企画案、一週飛ばして 12 月 18 日の第 5 回会
合ではカテゴリー4 の企画案について、各グルー
プが発表し、教職員からの指導を受けた。冬期休















































































































































































　JATIS2013-14 は 2014 年 2 月 11 日から 21 日ま
での間、関西学院大学西宮上ケ原キャンパスを拠
点に開催された。日本側は市川・中村と参加学生
10 名（男子 2 名・女子 8 名）、トルコ側（コジャ
エリ大学）からはハスレット・チョマック副学長、
セルダル・パムク国際関係・EU センター長と、















































































に対して、2 月 12 日および 21 日のセレモニーで
の本学国際連携機構長（副学長）・CIEC センター
長・副長・国際連携機構事務部長・次長の参加、
2 月 16 日の本学副学長と市川によるディナーの
設定、2 月 17 日の本学学長との面会、を設定し、
大学間の信頼関係の強化を図った。こうした努力









































































































JATIS 受入決定の旨の公式文書が E-mail で本学に






























（r = . 746, p = . 021）、海 外 旅 行 の 回 数（r = . 722, 
p=.028）と関係することに加え、最初のパスポー







































19） 「あなたは自分自身が国際的だと思いますか」に対して「強く思わない」～「強く思う」を 5 段階評価した。主要な英語能力試験に
関する点数互換表を参考に、計 6 段階で評価した。
20） ここでの回答数は 6 名であった。
21） 「日本の経済は国際化に対応できている」では 5 段階評価とした。
表 3：国際化の自己認識と日本の国際化評価に関する記述統計量（抜粋）


























































































































































































　そ の 他「日 本 と ト ル コ」×「教 育」（r=.663, 
p=0.037）、同×「平和」（r=.904, p=0.000）、「平和」
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